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平成30年度（2018年度）前期課程（臨床心理コース） 

専攻 授   業   科   目 区分 単位数 備考 

人
間
文
化
専
攻

臨床心理学研究演習Ⅰ 演習 ２  

臨床心理学研究演習Ⅱ 演習 ２  

臨床心理学研究演習Ⅲ 演習 ２  

臨床心理学研究演習Ⅳ 演習 ２  

臨床心理学特論Ⅰ 講義 ２  

臨床心理学特論Ⅱ 講義 ２  

心理支援に関する理論と実践(臨床心理面接特論Ⅰ) 講義 ２  

臨床心理面接特論Ⅱ 講義 ２  

心理的アセスメントに関する理論と実践(臨床心理

査定演習Ⅰ) 
演習 ２  

臨床心理査定演習Ⅱ 演習 ２  

臨床心理基礎実習 実習 ２  

臨床心理実習 実習 ２  

心理統計法特論 講義 ２  

臨床心理学研究法特論 講義 ２  

教育分野に関する理論と支援の展開(発達心理学特

論)
講義 ２  

認知心理学特論 講義 ２  

社会心理学特論 講義 ２  

家族関係・集団・地域社会における心理支援に関す

る理論と実践(家族心理学特論)
講義 ２  

保健医療分野に関する理論と支援の展開(精神医学

特論) 
講義 ２  

保健医療分野に関する理論と支援の展開(神経生理

学特論) 
講義 ２  

福祉分野に関する理論と支援の展開(障害者(児)心

理学特論) 
講義 ２  

投映法特論 講義 ２  

スクールカウンセリング特論 講義 ２  

心理療法特論 講義 ２  

コミュニティ心理学特論 講義 ２  

司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開(司法・

犯罪心理学特論) 
講義 ２ 

追加 

（30開講）

産業・労働分野に関する理論と支援の展開(産業・

組織心理学特論) 
講義 ２ 追加 

心の健康教育に関する理論と実践 

(心の健康教育特論) 
講義 ２ 追加 

心理実践実習（学外実習Ⅰ） 実習 １  

心理実践実習（学外実習Ⅱ） 実習 １  

心理実践実習（学外実習Ⅲ） 実習 １  

学外実習Ⅳ 実習 １ 追加 

心理実践実習（スーパービジョン演習Ⅰ） 演習 ２  

心理実践実習（スーパービジョン演習Ⅱ） 演習 ２  

心理実践実習（スーパービジョン演習Ⅲ） 演習 ２  

心理実践実習（スーパービジョン演習Ⅳ） 演習 ２  
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特記事項　教育(6)



- 2 -

年度計画【43】



- 3 -



- 4 -

年度計画【44】



- 5 -

特記事項　研究(3)
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年度計画【49】
特記事項　研究(4)
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夏休みに大学でいろいろな実験を体験してみよう！ 

① 薬学教室  薬の調剤体験や研究にふれてみよう！ 

平成３０年８月２１日（火） １０時～正午    

名古屋市立大学薬学部 田辺通キャンパス（田辺通３－１） 

② おもしろ科学実験 ふしぎな物理学実験を大学生と一緒に体験してみよう！ 

平成３０年８月２３日（木） １３時３０分～１５時３０分 

    名古屋市立大学総合生命理学部 山の畑キャンパス（瑞穂町字山の畑１） 

（平成 30 年 4 月から新たに開講した学部） 

対    象  瑞穂区在住の小学５・６年生・中学生    

定    員  ①３０人   ②４０人      参加費  無料 

申込方法  はがき、ＦＡＸまたはメールに「参加希望の教室名」を明記し、

必要事項【住所、参加者氏名、学年、電話番号】を記入のうえ、７月２５日

（水）必着 でお申し込みください。定員を超えた場合は抽選。①②どちら

も希望の方は、第１・第２希望を明記してください。定員を超えた場合、２つの

講座を受けることはできません。７月３１日までに当選者に案内を発送します。

申し込み・問い合わせ先 

〒４６７－８５３１（住所不要）  瑞穂区役所地域力推進室 
     TEL  852－9303  FAX  852－9306 

Mail a8529302@mizuho.city.nagoya.lg.jp   

主催 瑞穂区役所地域力推進室 

協力 公立大学法人名古屋市立大学薬学部・総合生命理学部 

名古屋市立大学・瑞穂区役所  連携事業 

瑞穂区マスコットキャラクター みずほっぺ 
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年度計画【70】
特記事項　社会貢献(1)
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年度計画【75】
特記事項　国際(1)
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特記事項　病院(2)
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ホーム > 診療科・中央部門紹介 > 中央部門 > 無痛分娩センター

無痛分娩センターでは、総合周産期母子医療センターの医師・助産師の協力のもと、産科麻酔を専門とする麻酔科医が中心になっ

て「硬膜外分娩（いわゆる無痛分娩）」を提供させていただきます。ご希望の方は、産婦人科にてご相談ください。

無痛分娩センターが行う「硬膜外分

娩」とは？

「硬膜外分娩」のメリットについて 「硬膜外分娩」の方法について

「硬膜外分娩」の安全性について 「硬膜外分娩」が分娩経過に与える

影響について

「硬膜外分娩」が赤ちゃんに与える

影響について

当センターでの「硬膜外分娩」の制

限について

「硬膜外分娩」の費用について 「無痛分娩外来」の受診について

情報公開について 「無痛分娩の安全な提供体制の構築

に関する提言」に基づく情報公開

当センターでは、お産に伴う痛みが心配な方に対して硬膜外麻酔を用いた硬膜外分娩（いわゆる無痛分娩）を提供しています。硬

膜外分娩では、硬膜外麻酔という背中からの注射による下半身麻酔でお産の痛みを和らげます。この方法は海外では最も一般的な

産痛緩和の方法で、「硬膜外」を意味する「エピデュラル」は世界中の妊婦さんの共通語になっています。わが国で一般にいわれ

ている「無痛分娩」と同じ方法ですが、完全な無感覚（無痛）が目標ではなく、なるべく自然出産の利点を残すことも目指してい

るので、当センターでは「硬膜外分娩」と呼んでいます。

ページの先頭へ戻る

硬膜外分娩によりリラックスして出産することで、母児に良い効果が期待できます。健康な産婦さんであっても、痛みによる過呼

吸を抑えることや、ストレスホルモンによる胎盤の血流悪化を抑えることは、硬膜外分娩のメリットといえるでしょう。特に、出

産のストレスを軽減する必要のある持病（一部の心臓や血管の病気など）をお持ちの方にはメリットがあると考えられます。ただ

し、持病の種類や程度によっては硬膜外分娩を行うことが難しい場合や、病状を悪化させる場合もあります。

ページの先頭へ戻る

産痛が強くなったら、麻酔科医が背中に硬膜外麻酔に使用するチューブ（硬膜外カテーテル）を入れる注射を行います。その後、

麻酔科医が硬膜外カテーテルから麻酔薬を入れて産痛を和らげます。麻酔の発現を早めて効果を安定化するため、脊髄くも膜下麻

酔（脊麻）の追加も積極的に行っています。麻酔の効果が安定化した後は、機械（PCAポンプ）を使ってお産が終わるまで麻酔薬

の注入を続けます。PCAポンプで麻酔薬を注入している間は、麻酔科医がポンプの注入量を適宜調整します。またPCAポンプには

薬剤注入ボタンがついており、産婦さんが自分で麻酔薬を追加注入することもできます。

ページの先頭へ戻る

どのような医療行為でも100%安全ということはありません。一般に硬膜外分娩の安全性は高いと考えられていますが、麻酔によ

る合併症が起こる可能性はゼロではありません。昨今、問題となっている無痛分娩の事故の多くは、麻酔科医がいない施設での無

痛分娩です。当院の硬膜外分娩は、麻酔科医が責任をもって麻酔管理をさせていただきます。また硬膜外分娩を安全に行うため、

産婦さんに守っていただくルールもございます。詳しくは無痛分娩外来を受診された際にご説明します。

ページの先頭へ戻る

診療科

中央部門

中央臨床検査部

リハビリテーション部

中央放射線部

中央手術部

集中治療部

分べん成育先端医療センター

人工透析部

内視鏡医療センター

病理診断部

救命救急センター

急性心臓疾患治療部

臨床遺伝医療部

がん診療・包括ケアセンター

臨床腫瘍部

緩和ケアセンター

がんゲノム医療部

がん医療支援部(準備中)

肝疾患センター

睡眠医療センター

輸血・細胞療法部

乳がん治療・乳房再建センター

いたみセンター

総合研修センター

臨床シミュレーションセンター

物品供給センター

地域医療連携センター

高度医療教育研究センター

地域医療教育研究センター

医療安全管理室

感染制御室

臨床研究戦略部

臨床研究開発支援センター

診療情報管理部

臨床栄養管理室

臨床工学室

医療デザイン研究センター

無痛分娩センター

診療技術部門

薬剤部門

看護部門
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年度計画【81】
特記事項　病院(3)



硬膜外分娩ではお産がゆっくり進行することが多いため、分娩時間が長くなることや、自然な陣痛で始めた硬膜外分娩でも途中か

ら陣痛促進剤が必要になることがあります。また、赤ちゃんが出てくる最後にお手伝いをするため、吸引分娩や鉗子分娩が必要に

なる場合があります。吸引分娩や鉗子分娩の方法や危険性については産婦人科医よりご説明いたします。また、硬膜外分娩の途中

から産婦さんが発熱する場合、採血などで熱の原因を調べることがあります。

ページの先頭へ戻る

硬膜外分娩に使用する麻酔薬が、赤ちゃんに直接の悪影響をおよぼす可能性は、ほとんどありません。しかし、麻酔合併症や産科

合併症がおこって産婦さんが危険な状態となれば、赤ちゃんにも危険がおよぶことがあります。 われわれは、赤ちゃんの安全を守

るには、産婦さんの安全を確保することが大切と考えています。赤ちゃんの治療が必要な場合は、当院の小児科医が担当します。

ページの先頭へ戻る

当面は、計画出産（日を決めて陣痛を起こす出産）のみに対応します。計画出産では本格的な陣痛が来るまでに数日かかることも

あります。計画出産の方法や危険性は産婦人科医よりご説明します。また、計画出産の前や自然に陣痛が始まった場合、硬膜外分

娩をできないことがあります。なお、背骨が変形している方、血液が固まりにくい疾患のある方、麻酔薬に対しアレルギーのある

方など、一部の産婦さんは希望されても硬膜外分娩を受けていただけない場合もあります。

ページの先頭へ戻る

硬膜外分娩の費用については、一律145,000円をいただいております。この麻酔料金は、硬膜外麻酔の注射を開始した時点で発生

します。麻酔時間の長さや麻酔の効果により麻酔料金は変わりませんが、別途、お産に関する入院費用もかかります。入院費用は

入院日数により変わりますので、ご承知おきください。無痛分娩外来での診療・検査等については、別途費用が必要となります。

ページの先頭へ戻る

硬膜外分娩を希望される方は、産婦人科外来にて、硬膜外分娩を希望する旨をお伝えください。妊娠後期に硬膜外分娩に必要な検

査を済ませたあと、無痛分娩外来（麻酔科外来）を受診していただきます。硬膜外分娩の詳しい説明をさせていただき、硬膜外分

娩を安全に行うことが可能か診察をさせていただきます。

無痛分娩外来は、当院産婦人科医からの紹介による完全予約制です。まずは当院産婦人科を受診してください。なお、硬膜外分娩

の希望はいつでも取り下げることができますので、気軽に受診してください。

ページの先頭へ戻る

無痛分娩の安全性に対する懸念が社会的に注目を集める中、この課題への対策を検討する目的で、平成29年度厚生労働行政推進調

査事業費補助金（厚生労働科学特別研究事業）「無痛分娩の実態把握及び安全管理体制の構築についての研究」が組織され、平成

30年3月29日に「無痛分娩の安全な提供体制の構築に関する提言」が発表されました。この提言を受けて協議を重ねた結果、無痛

分娩関係学会・団体連絡協議会（JALA）が発足されました。

当センターでは、JALAの趣旨に賛同し、無痛分娩（硬膜外分娩）に関する分かりやすい情報公開に努めておりますのでご参考にし

てください。

なお、JALAについては以下のサイトをご覧ください。

https://www.jalasite.org/

JALAで当院が公開している情報

JALAで当院が公開している情報（PDF ファイル 0.12MB）

田中基医師が、中日新聞にて紹介されました。詳しくは以下のサイトをご確認ください。

https://www.chunichi.co.jp/article/feature/iryou/list/CK2019030502000251.html

ページの先頭へ戻る

無痛分娩センター ¦ 診療科・中央部門紹介 ¦ 名古屋市... https://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/section/central/painless/
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① 当センターの硬膜外分娩に関する基本的な考え方

当センターでは当面、計画分娩（出産する日を決めて陣痛を起こす）のみに対応します。計画分娩には、陣痛促進剤の使用が必要

です。陣痛促進剤の使用はガイドラインに準拠した方法で行い、注意深く母児のモニタリングを行います。計画分娩の詳細は、産

婦人科医がご説明します。

当センターでは、麻酔科医・産婦人科医・助産看護スタッフによる「チーム医療」の硬膜外分娩を行っています。麻酔と分娩の専

門家が力を合わせることにより安全で効果的な硬膜外分娩が可能になると共に、急変時の対応も容易になります。

当センターでは、「硬膜外分娩麻酔マニュアル」「硬膜外分娩産科マニュアル」「硬膜外分娩助産・看護マニュアル」を作成し、

担当職員への周知徹底を図っています。

② インフォームド・コンセントの実施

当センターでは硬膜外分娩の麻酔と分娩について、具体的な方法および合併症に関する説明を含む説明書を整備しています。妊産

婦さんに対しては、説明書を用いて麻酔科医が麻酔の説明・産婦人科医が分娩の説明を行い、妊産婦さんが署名した硬膜外分娩の

麻酔と分娩の同意書を保存しています。

〇硬膜外分娩（無痛分娩）の麻酔に関する説明と同意書（PDF ファイル 0.54MB）

〇硬膜外分娩（無痛分娩）の分娩に関する説明と同意書（PDF ファイル 0.24MB）

③ 硬膜外分娩に関する安全な人員と体制に関すること

・硬膜外分娩麻酔管理者

当センターでは、硬膜外分娩麻酔管理者を配置しています。

硬膜外分娩麻酔管理者：田中 基（日本麻酔科学会認定麻酔科専門医・指導医）

・硬膜外分娩麻酔担当医

当センターでは、硬膜外分娩の麻酔担当医を配置しています。当センターにおける硬膜外分娩の麻酔担当医は全員が麻酔科医で

す。なお、名古屋市立大学病院は教育施設なので、麻酔科医と共に研修中の医師が麻酔管理に加わる場合があります。

・当院の診療体制

当センターでは、麻酔科医・産婦人科医・助産看護スタッフのチーム医療による硬膜外分娩を行っています。名古屋市立大学病院

では、麻酔科医・産婦人科医・助産看護スタッフが24時間365日、交代で勤務しています。

平成31年3月1日現在医師数

〇麻酔科：常勤医師 21名 非常勤医師 9名

〇産科婦人科：常勤医師 14名 非常勤医師 7名

④ インシデント・アクシデント発生時の具体的な対応

当センターでは硬膜外分娩を行う際、安全には十分気を付けていますが、万が一緊急事態が発生した場合に備えて必要な器材や薬

剤を準備しています。緊急事態が発生した場合は、産科医・麻酔科医・助産看護スタッフに加えて、必要に応じて院内急変に対応

する専門チームRRS(Rapid Response System)やコード・ブルーチームも治療に加わります。赤ちゃんの治療は小児科医が担当

します。このような事例は、院内の検討会により原因の究明に努め、日本産婦人科医会が実施する偶発事例報告事業および妊産婦

死亡報告事業に報告することになっています。

また普段から当センター内での危機対応シミュレーションを適宜行い、ALSO やJ-MELSといった院外のシミュレーションコース

にも積極的に参加しています。

ご利用案内 診療科・中央部門 地域医療連携 当院について 採用情報

このサイトについて 個人情報保護方針 音声読み上げソフトへの対応

ホームへ戻る ページの先頭へ戻る

診療科・中央部門紹介

〒467-8602 名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄1番地

電話番号：052-851-5511
Copyright© Nagoya City University Hospital, All Rights Reserved.

無痛分娩センター ¦ 診療科・中央部門紹介 ¦ 名古屋市... https://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/section/central/painless/
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「医療介護ものづくり研究会」医療部会

名古屋市立大学病院ニーズ発表会

日 時：平成31年1月24日（木） 13:00 16:00 【開場12:30】

場 所：名古屋市立大学病院 3階 大ホール

主催：名古屋市立大学病院、名古屋市、（公財）名古屋産業振興公社

企画担当：名古屋市立大学病院医療デザイン研究センター

◆Opening remarks 13:00 

名古屋市立大学病院 副病院長 森田 明理 先生

◆基調講演 「未来に向けた医療機器開発とは」 13:10 

名古屋市立大学病院 医療デザイン研究センター

センター長 國本 桂史 先生

◆ニーズ発表 13:30 

１）携帯型CPAPについて
名古屋市立大学病院 睡眠医療センター

センター長 中山 明峰 先生

２）小型でリーズナブルなホルター心電計
名古屋市立大学病院 臨床研究開発支援センター

副センター長 福田 英克 先生

３）痙縮・拘縮治療器
名古屋市立大学病院 医療デザイン研究センター

センター長 國本 桂史 先生

４）気管挿管チューブの位置確認が可能なアイテム
５）経腸栄養チューブの到達点が確認できるアイテム
６）救急用マルチユースストレッチャー

名古屋市立大学病院 救急科 部長 服部 友紀 先生

休憩 ／ 展示・相談会 20分間

◆特別講演 「医療ニーズを具現化するために・・・・」 14:35 

薬事専門家・ISO審査員（元 フジファーマ株式会社 代表取締役） 永田 靖 先生

◆Closing remarks 15:30 

名古屋市立大学病院 副病院長 森田 明理 先生

◆展示・相談会 15:40 

医療介護ものづくり研究会では、医療従事者とものづくり企業との連携による医療機器開発
を目的に、名古屋市立大学病院のご協力のもと、医療ニーズ発表会を開催いたします。

多数の皆様の参加をお待ちしております。
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【参加費】無料

【定 員】200名（ 対象者： ものづくり企業、医療従事者、大学・研究機関、行政機関、その他）

【申込方法】 （ 聴講） 下記の参加申込書に必要事項をご記入の上、メールまたはFAXにてお申込みくだ
さい。参加票は発行いたしませんので、当日そのまま会場にお越しください。
（ 展示） ニーズ発表会の会場付近にて、企業の技術力をアピールする場を設けさせていた

だきます。詳細についてはホームページをご覧ください。

【ニーズ解決策の提案の公募】
発表会後に、名古屋市立大学のニーズに対して自社の技術を使って解決できる企業を募集

します。応募希望の方は配布資料のアンケートに回答頂いた上で、応募してください。
後日、ご連絡させて頂きます。
開発参加企業は、個別面談後厳選の上、決めさせていただきます。
（ 応募条件）

①アンケートに記載いただいた、ヘルスケア産業へ参入予定企業
②名古屋市立大学と研究開発を行う意志のある企業
③開発企業が複数となった場合は、コンソーシアム契約が結べる企業

【お問合せ】 公益財団法人名古屋産業振興公社 研究推進部研究開発支援課 担当： 水野
TEL： 052-736-5680 FAX： 052-736-5685 E-mail： iryoukaigo@nipc.or.jp
ホームページ： http://www.nipc.or.jp/sansien/kaigo/info.html

【アクセス】
地下鉄桜通線：
「桜山駅」下車3 番出口すぐ

市バス：
「桜山」「市立大学病院」バス停下車すぐ

病棟・中央診療棟の時間外出口より入ってすぐの
エレベータから3階におあがりください。

会社名

所属・役職

氏名

E-mail

名古屋市立大学病院ニーズ発表会　参加申込書（締切：1/18）
（E-mail：iryoukaigo@nipc.or.jp   FAX：052-736-5685）

●講演参加希望者

〒　　　　－　　　　

　　TEL：（　　　　　）　　　　　－　　　　　　FAX：（　　　　　）　　　　　－　　　　　　
連絡先

詳細についてはホームページをご覧ください。

 出展企業募集 

個人情報について
ご記入いただきました個人情報は医療介護ものづくり研究会の運営および主催者が開催するイベントのご案内
に必要とされる範囲で利用させていただきます。主催者、事務局、講師以外の第三者への提供は一切行いませ
ん。保有する個人情報の開示、訂正、利用停止につきましては、iryoukaigo@nipc.or.jpへご連絡下さい。
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年度計画【94】
特記事項　業務運営(1)
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名古屋市立大学ダイバーシティ宣言 

 名古屋市立大学は、「知の創造の拠点」となることを目指し、真理

を探究し、人類の幸福に資する教育、研究に邁進することを憲章に掲

げています。その達成のためには、人間の多様性を重んじ、多様な

人々が活躍することが重要であり、それが大学の活力や創造力を向

上させるとの考えのもと、男女共同参画の実現、次世代育成の支援、

障害者・高齢者・外国籍の人々の学びと就労の推進に力を入れます。

そして、性別、年齢、出自、文化、宗教、障害、性的少数者であるこ

と、あるいは人種や民族や国籍を理由とする差別などあらゆる差別

がないことを誓い、これらの相違を人間の個性として尊重します。 

私たちは、大学に集う学生、教職員の一人一人が互いに各人の個性

と人権を重んじながら学び、働き、共生する場を構築します。そして、

多様な個性を持つ学生の学びの環境を整えるとともに、教職員の労

働環境を整え、ワーク・ライフ・バランスの実現を目指します。私た

ち名古屋市立大学は、社会を構成する一員として、社会とともにダイ

バーシティの実現に真摯に取り組むことを宣言します。 

2019 年 2月 

公立大学法人名古屋市立大学 
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年度計画【113】
特記事項　その他(1)


